
Ⅲ 人権文化にあふれたまちづくりのためのコラム 

 

125 

 

みんなの取組① ＮＰＯ法人 のってこらい（熊野市）  

関連する県の 

人権施策 

人権施策 101 人権が尊重されるまちづくり 人権施策 301 相談体制の

充実 

人権施策402 子ども 人権施策405  高齢者 

取組の概要 

過疎・高齢化が進む集落で、交通空白地における交通不便の課題に対し、住

民自らでＮＰＯ法人を設立しました。公共交通空白地有償運送の制度を活

用し、地域主体の交通サービスを運用しています。 

 

① ニーズに合わせて 

熊野市五郷町は一人暮らしの高齢者が多く、移動手段が少な

いことが課題でした。2006 年、「道路運送法等の一部を改正す

る法律」が施行されました。交通空白地の問題に市議会議員(当

時)の増田さんらは市のサポートも受けながらバス・タクシー

会社等と話し合いをするとともに、住民アンケートも実施。

2010 年、ＮＰＯ法人「のってこらい」を設立し、自家用車に

よる有償旅客運送を始めました。現在、利用者は月平均約 180

人で、買い物や通院、美容室や墓参り、小学生の通学手段等にも利用されています。料金

は、タクシーの２分の１以下に設定。普段、五郷町の運転手は１人ですが、一度に多くの

人が利用するときに備え、約 10 人が有償運送の運転講習を受けています。 

 

② 継続していくために 

のってこらいは、市の車両を無償貸与してもらっています

が、ふるさと納税のガバメントクラウドファンディング制度を

活用し、車体購入の費用にあてました。現在、約 140 人が利用

登録。利用する人だけでなく、自家用車を所有している人や若

年層、地域の出身者も登録しています。今は地域から離れてい

る人も、この町で暮らす将来のために会員になっている人もい

ます。地域で支え、地域を元気にする存在をめざしています。 

 

③ 「一隅を照らす」の具現化を～運転手の田室さんは 

 設立当初から代表理事も務めた運転手が亡くなった後、地元

に戻ってきた田室さんがハンドルを握っています。 

田室さんは、利用者にゆっくり買い物をしてもらったり、玄

関に近い場所に車を停めたり、荷物を玄関まで運んだりと温か

くサポートしています。また、利用がない時は、自転車による

高齢者の見守り活動をしています。 

近年、人の温かさ、まちを元気にしていこうという人の思い

がある五郷地区に移住する人が増えています。 

のってこらいでは、田室さんの後継を作るとともに、前代表理事の「一隅を照らす」と

いう言葉を具現化していく取組を継続していきたいと考えています。 

 

みんなの取組② ＮＰＯ法人 ＩＮＡＡＮＺＡ ＭＩＥ（津市） 
 

ＮＰＯ法人 のってこらい 連絡先（田室さん）  電話 ０９０－１５９６－８６９５   
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みんなの取組② ＮＰＯ法人 ＩＮＡＡＮＺＡ ＭＩＥ（津市）  
関連する県の 

人権施策 

人権施策101 人権が尊重されるまちづくり 人権施策201 人権啓発の推進 

人権施策 402 子ども 人権施策 406 外国人 

取組の概要 

高校生二人が、ウガンダで生産されたカカオ豆を通した国際協力をめざし、

「おいしいものは幸せ」をモットーに設立したＮＰＯ法人です。三重からで

きる国際協力を模索した取組を進めています。 

 

①  あたりまえがあたりまえでない国がある 

「自分たちがあたりまえに食べているチョコレートの味を、

ウガンダでカカオ豆生産者の多くは知らない。」その背景は、

先進国がカカオ豆を安価で買い取る事実があります。ＩＮＡＡ

ＮＺＡ ＭＩＥを設立した二人の高校生は、「チョコレートを

生産国の人たちに食べてもらいたい」と考えました。 

「ウガンダに行き、支援」との思いで、ＮＰＯ法人ワールド・

ビジョン・ジャパン主催の「未来ドラフト 2019」に参加し、

決勝に残りました。また、2019 年度「第３回三重ＮＰＯグランプリ」では、グランプリを

受賞しました。表彰されたことで、校内外でこの活動やウガンダの現状を広めることにな

りました。 

 

② 助け合いマスクプロジェクト 

「ウガンダへ」と思っていた矢先、新型コロナウイルスの感

染拡大で渡航が叶いませんでした。そこへ、ウガンダで、マス

ク不足に陥っていること知りました。早速、「助け合いマスク

プロジェクト」を開始。学校や地域に呼びかけ、１万枚を超え

るマスクを神戸の支援団体を通じて送ることにつながりまし

た。 

 

③ カカオ豆からグローカル 

 次に、カカオ豆からチョコレートを作るグローカルなワーク

ショップを企画しました。グローカルとは、グローバルとロー

カルをつなげた言葉です。カカオ豆からチョコレートを作るこ

とで、子どもにもチョコレートのことやウガンダのことを知っ

てほしいと考えました。チョコレートづくりには、地元の洋菓

子店「ムッシュコウノヤ」に協力いただきました。 

ワークショップは２回開催。20 数人の親子が参加。参加し

た子どもたちはとても楽しそうで、その様子を見ていると、自分たちもうれしかったと言

います。こうやって取り組むことで、取り組む目的を明確に持つと、社会の中には力を貸

してくれる人がいることを実感したそうです。 

取組を通して、ウガンダに直接何かをするだけではなく、三重でウガンダを知り、三重

もウガンダも活性化できればと考えています。そんな思いを次の世代に伝え、グローカル

で持続可能な取組を考えていきたいと思っています。 

高校生２人で立ち上げた活動は、今、後輩たちが受け継いでいます。 

 
NPO 法人 ＩＮＡＡＮＺＡ ＭＩＥ 連絡先 ● 電話 059-232-2004(高田高等学校内) 
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みんなの取組③ 青年の会 つなかい（伊勢市）  
関連する県の 

人権施策 

人権施策101 人権が尊重されるまちづくり 人権施策201 人権啓発の推進  

人権施策202 人権教育の推進 人権施策401 同和問題 人権施策 402 子ども 

取組の概要 

「部落問題のことを話せる場所をつくりたい」「部落問題と真剣に向き合う

大人でありたい」等の思いで青年の会「つなかい」を設立しました。自分た

ちができることを模索しながら地域での活動を続けています。 

 

①  「一人ではない、仲間がいる」ことが、どれだけ心強いか 

20 年以上前のことです。地区学習会は、多くの子どもたちや保護

者、教師が楽しく話す場でした。そんな中で育った宮武さんたちは、

「部落問題のことが話せる場所をつくりたい」「子どもの頃、部落問

題と真剣に向き合う親の姿をみてきたからこそ、自分たちが親にな

るこれからは、自分たちがそうでありたい」などと思っていました。

その後、宮武さんは教育集会所で指導員になります。仲間や後輩につらい思いをさせたくない

と強く思うと同時に、教育集会所で被差別体験や差別への不安を聞くにつれ、やっぱりつなが

り合う場所が必要と、2017 年２月、青年の会「つなかい」を立ち上げました。 

 

② 「つなかい」の活動 

「つなかい」では近況のほか、さまざまな人権問題等を話していま

す。中学生や高校生の学習会にも出席し、一緒に勉強したり話し合っ

たりしています。保護者からは、「勉強も大事やけど、高校が離れてし

まった友だちとずっとつながっていられることが何より大事。子ども

が喜んで行っとるこの会をなくしてほしくない。」等の声が寄せられ

ています。教職員に向けて話をすることもあり、部落問題から目を背

けず、部落差別をなくす一人として子どもたちや保護者と関わってほしいと伝えています。 

 

②  地域とのつながり 

設立当初、地域の代表の人たちに「つなかい」の活動や目的を伝えました。「青年が部落問題

を語ってくれることに意味がある」「話し合ったことを聞かせてほしい」などの期待を返しても

らいました。2018 年には、あさまフェスタ（町民文化祭）にスタッフとして参画し、人権学習

発表会で活動紹介をしました。子どもたちと関わるときには、大人になっても活動は続けられ

ることを伝えています。20 歳代、30 歳代になると、生活も変化

し、人権活動の継続が難しくなってきます。また、近年は、新型

コロナの影響で、思うような活動ができていませんが、仲間どう

しで連絡は取り合っています。宮武さんは、「先輩や大人の皆さん

のがんばりを見てきたからこそ、自分たちもがんばれるんです。

まずは、小学校から社会人になるまでつながりが切れないように

していくことが大切です。つらいことがあった時、相談できる場

を残し続けたいんです。差別があることをないことにしたくない

んです。差別をする人がいるから差別があり、差別をなくしていくことは、一時の熱ではなく、

日常に差別をなくす取組を継続していきたいと思っています。」と話しています。 

 

 
朝 熊 町 青 年 の会  つなかい 連 絡 先  ●電 子 メール tsunakai2727@gmail.com 
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みんなの取組④ 松浦武四郎記念館（松阪市）  
関連する県の 

人権施策 

人権施策 101 人権が尊重されるまちづくり  人権施策 201 人権啓発の推進 

人権施策 402 人権教育の推進 人権施策 410  さまざまな人権課題 

取組の概要 

幕末に北海道を６回調査し、北海道の名付け親といわれる松浦武四郎を顕彰

する「松浦武四郎記念館」では、北海道と交流・連携しながら、武四郎の功

績やアイヌの文化等について知ってもらうための取組を進めています。 

 

①  松浦武四郎記念館の設立 

松浦武四郎記念館は、松浦家で代々大切に保存されてきた武四

郎の資料を展示し、功績を顕彰するために、平成６年に建設され

ました。アイヌの人々には、明治以降の開拓の中で言葉や文化を

否定され、民族の誇りが傷つけられた歴史があります。武四郎は

差別が当たり前だった時代にアイヌの人々の生き方を尊重し、対等に接することで交流を

深めました。異なる文化を受け入れ、多様性を尊重する生き方は、ダイバーシティの先駆

者と言っても過言ではありません。 

 

② 松浦武四郎記念館を舞台に 

松浦武四郎記念館では、武四郎の生没月にあたる２月の最終

日曜日に「武四郎まつり」を開催しています。そこでは、アイヌ

古式舞踊の披露、北海道の特産品や飲食物の販売、アイヌ文化の

体験コーナー等を設けています。ここ２年間は、新型コロナウイ

ルスの影響で中止を余儀なくされましたが、例年約 6,000 人が

来場する大イベントです。 

松浦武四郎記念館では、三重県民だけでなく、北海道の人たちにも、アイヌの人々の暮

らしや民族の誇りをもった生き方、武四郎とアイヌの人々の心温まる交流などを、松浦武

四郎が残した膨大な記録を通じて紹介したいと考えています。学芸員の山本さんは、「今に

生きる私たちがアイヌの人々とどのように関わるべきなのかを考えてもらうきっかけにな

れば」と話します。 

2022 年４月、松浦武四郎記念館がリニューアルオープンします。リニューアル後は、武

四郎のさまざまな功績や重要文化財に指定された資料を紹介するとともに、興味を持った

ことを調べることができるスペースも提供します。 

 

③ アイヌの人々についての人権問題は三重にもある   

県が令和元年度に実施した「人権問題に関する三重県民意識

調査」の結果では、県内にもアイヌにルーツがあることで差別

を感じた人がいることがわかりました。令和元年に施行された

「アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施

策の推進に関する法律」では、日本全体でアイヌの人々への理解に向けた取組を行うこと

が規定されており、取組を通して、誰もが自分のルーツに誇りをもって生きていくことが

できる社会にしていく必要があります。そのためにも、アイヌの人々の歴史や文化を知る

ことが大切です。今後も、松浦武四郎記念館では武四郎の膨大な調査記録に光を当てると

ともに、北海道内の博物館や民族共生象徴空間（ウポポイ）との交流・連携を進め、今を

生きる私たちにどうつなぐかを考えていきたいと思います。 

松浦武四郎記念館 連絡先(主任学芸員 山本さん) ● 電話 0598-56-6847  電子メール ｋinenkan@ma.mctv.ne.jp 

kinenkan@ma.mctv.ne.jp 
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みんなの取組⑤ 株式会社 ミルボン （伊賀市）  
関連する県の 

人権施策 

人権施策101 人権が尊重されるまちづくり 人権施策201 人権啓発の推進 

人権施策 301 相談体制の充実 人権施策 404  障がい者    

取組の概要 

ミルボンゆめが丘工場では、施設外就労の受け入れをきっかけに障がい者

が社員として働いています。障がいがある人の働きやすさを考えることは、

すべての従業員の働きやすさにつながると考え、取組を進めています。 

 

① 施設外就労の始まり 

ミルボンゆめが丘工場の生産本部長である村田さんは、社

会福祉法人維雅幸育会から障がい者雇用の依頼を受けたと

き、障がいの有無に関係なく利益を生む仕事をしてもらいた

いと考え、障がい者雇用率を達成するための特例子会社では

なく、施設外就労として、就労訓練として 2005 年から受入

を始めました。この取組は現在、「Ｍ.Ｉ.Ｅモデル」として評

価されています。 

 

② 社員も関わっていくことから 

現在、ゆめが丘工場では、約 30 人の障がい者が製造ラインで働いています。村田さん

は、「障がいがある人がいてあたりまえなんです。障がいがあるからといって、特別に意識

は変えていません。」と言います。中には、障がいにより心をうまくコントロールできない

ときがあります。そのようなときは支援者が関わりますが、周りの社員も障がいを理解し、

関わり方を学ぶ研修も行っています。そのような経験が共生の意識を持つことにつながっ

ています。 

  

③ 障がい者も、企業も、福祉事業所も「三方よし」の実現を 

障がい者にとって、施設外就労を通して社会とつながること

は、生活の質を上げることにつながります。また、健常者とと

もに仕事をし、スキルを身につけ、仕事に見合う工賃が支払わ

れることで、働く意欲が高まります。ゆめが丘工場では 10 年

以上前から離職者はいないそうです。また、直接雇用につなが

った人も８人います。 

村田さんは、「ゆめが丘工場では、障がい者を雇うことでの

デメリットや生産に関するコストはかかっていません。」と話します。障がい者に対する工

場での合理的配慮は、すべての人にとって、働きやすい職場づくりにつながっています。 

 福祉事業所にとって施設外就労は、安定的な就労先の確保につながるとともに、支援計

画に第三者の意見が取り入れられること、職員の意識の変化など、プラス面が多いそうで

す。 

今後も、就労移行や定着支援、賃金・工賃の向上など全てに効果があり、企業の雇用率

達成やＣＳＲにも寄与する施設外就労を継続し、障がいがある人も、企業も、福祉事業所

の「三方よし」を実現していきたいと考えています。 

 

 

 
株式会社 ミルボン 連絡先(生産本部長 村田さん) ● 電話 0595-26-3838  電子メール tmurata@milbon.com 
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みんなの取組⑥ 古河山正覚寺（津市）  
関連する県の 

人権施策 

人権施策101 人権が尊重されるまちづくり  

人権施策301 相談体制の充実 

取組の概要 

新型コロナウイルスの感染拡大により、不安や悩みを抱える人が増えて

いるといわれています。「誰かに話を聞いてもらいたい、吐き出したい」

そんな人たちのために、「オンライン駆け込み寺」を開設しています。 

 

①  オンライン駆け込み寺はこうして始まった 

住職の正親(おおぎ)さんは、「新型コロナ」の感染拡大

により、不安や悩みを相談できない人が増えたり、「自粛

うつ」や自死者が増加したりしている状況を聞くにつ

れ、「僧侶である自分に、何かできることはないか。イン

ターネットを利用すれば、コロナ禍でも気軽に相談して

もらえるのでは。」と考え、令和 2 年 6 月に「オンライ

ン駆け込み寺」の活動を仲間とともに始めました。現在、５人の僧侶が登録。相談料は無

料で、事前にチャットで日程調整し、相談を受けています。 

 

② お寺だからこそできることがある 

「オンライン駆け込み寺」は、悩みのある人だけの相談場

所ではありません。話し相手が欲しい人や寺院への質問があ

る人にも対応しています。相談者が安心できるようにカメラ

を OFF にした相談も受けています。相談の際は、相談者の気

持ちを受け止め、聞くことを中心にしながら、共感することを第一に答え探しをするので

はなく、「気持ちを軽くするお手伝い」を心がけています。また、時には仏教の教えをもと

にした考え方を伝えることもあります。 

正親さんは、「相談のご連絡をすることは勇気がいったはずです。そのような中で、まず

ご連絡くださることを嬉しく思います。私たちはカウンセラーではありませんし、特別な

力を持っている訳でもありませんが、少しでもお力になれればと思っています。本来、お

寺は誰もが気軽に来ていただける場所であり、悩みや愚痴を吐

き出せる場所であるべきです。」と言います。 

 

③ 地域に開かれた存在に 

正覚寺では、夏季休業中に津市、地元の企業、三重大学や皇学

館大学などの学生の協力を得て、宿題をしたり、遊んだり、ご飯

を食べたりする小学生対象の「子ども会（お寺であそぼっ！）」を

開催するなど、地域の方々の拠り所となるよう、さまざまな活動を展開しています。 

「オンライン駆け込み寺」の相談は、概ね２～３か月に一度くらいです。正親さんは、

「このような活動は一人ではできません。ホームページの管理をしてくださる方、同じ思

いで活動してくれる僧侶など、やってみたいを実現させてくれた仲間がいます。みなさま

に支えられ、見守られているからこそできることです。正覚寺をお支えくださる皆さまや

地域の皆さま、またご縁のある皆さまのお力に少しでもなれるよう、お寺として、僧侶と

して精進していきたいと思っています。」と話しています。 

 
浄土真宗本願寺派 古河山正覚寺 連絡先(正親さん) ● 電話 059-227-8517 電子メール akamon.syogakuji@gmail.com 
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みんなの取組⑦ NPO 法人 shining 子どもの居場所づくり事業部（鈴鹿
市） 
 

関連する県の 

人権施策 

人権施策101 人権が尊重されるまちづくり 

人権施策301 相談体制の充実  人権施策402 子どもの人権 

取組の概要 

｢地域で子どもを見守る｣をモットーに、乳幼児から若者までを対象とする

多様な居場所づくりに取り組んでいます。人のつながりの中で、子どもも

親も孤立させずに、誰もが安心して暮らすことができる地域づくりをめざ

しています。 

 

① 居場所づくりをはじめたきっかけ 

2014年、ＮＰＯ法人Ｓｈｉｎｉｎｇは「鈴鹿子ども食堂“りん

ごの家”」などの活動を始めました。2021年には、「子どもの居場

所づくり事業部」(以下、事業部)を設置します。この設置は、事業

部長の山浦久美子さんが不登校の子どもたちとボードゲームで遊

んだ経験がきっかけです。事業部では、不登校生徒を対象とする

「みんなの居場所 ラピュタすずか」で、オンラインゲームやレ

ジン制作、学習支援等を行い、1500㎡の「アートガーデンすずか」で外遊びの好きな子ども向

けの自然体験活動、多世代交流の場として「ボードゲーム倶楽部」を実施しています。 

 

② 目の前にいる子どもたちを笑顔に 

学校に行きづらい子、行かないと選択をした子、家庭にも地域

にも居場所を見出せない子など、さまざまな子どもたちがいます。

事業部の活動は、信頼関係の構築や自己肯定感の向上につながる

ような居場所を提供するとともに、子どもたちの強みを見つけて

生かし、伸ばそうとしています。活動を続けていくと、「ラピュタ

すずか」に関心を持ちながらも行くことができない不登校の子どもたちに出会います。そこで、

ラピュタの子どもやスタッフがその子の自宅を訪問し、一緒にゲームをしたりしていると、そ

の子がラピュタに様子を見に行くことができるようになったそうです。山浦さんは、「家から出

られなかった子が、みんなと楽しそうにおしゃべりしたり、遊んだりしている様子を見られる

だけでも幸せなのですが、同時にラピュタの子どもたちがその子の気持ちを第一に考えて接し

ていることを誇らしく思っています」と話します。 

 

③ 「誰一人取り残さない」街を実現したい 

また、山浦さんは、「居場所づくりの活動をしていると、大変厳

しい状況に置かれている子どもと出会うことがあります。そんな

子どもが気兼ねなくラピュタなどを利用できるような支援がぜひ

とも必要です」と言います。社会格差の拡大や不登校の増加等、

子どもを取り巻く問題は、多様化する家族のあり方に対応しきれていない福祉システムや、地

域の人間関係の希薄化等の社会構造の問題につながっています。「子どもは生まれる場所を選ぶ

ことができません。すべての子どもがこの地で安心して暮らすことができるよう、困難な子ど

もたちに寄り添い、行政には粘り強く働きかけるとともに、子どもも大人もそれぞれの強みを

生かして支え合うことができる共生社会の実現をめざして、信頼し合える仲間の輪を広げてい

きたいと考えています」。事業部では、活動を継続していくための支援者を募集しています。 

NPO 法人 shining 子どもの居場所づくり事業部 連絡先(山浦さん) ●電子メール nposhiningkodomonoibasyo@gmail.com 
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みんなの取組⑧子どもと女性のための安心ネットワーク（桑名市、いなべ市、東

員町） 
 

関連する県の 

人権施策 

人権施策101 人権が尊重されるまちづくり 人権施策201 人権啓発の推進 

人権施策301 相談体制の充実 人権施策402 子どもの人権 人権施策403 女性の人権 

取組の概要 
協働相手になりそうな団体、個人に声をかけ、子どもと女性が安心できる居場

所づくりや暴力等の未然防止に向けたネットワークを作っています。 

 

① コロナ禍においても、NPO ならではの新たなつながりを求めて 

昨今の新型コロナの影響を受け、休校・休園による

仕事への影響を受けたり、人と交流できなかったりし

たことで、子育て等の不安を大きくしている人たちが

います。虐待、ＤＶ、家庭内暴力、貧困など、コロナ

禍においても影響を大きく受けるのは、社会的な力を

持っていない子どもや女性です。桑員地区のＮＰＯや

市民団体も、新型コロナの影響で活動の中止や延期、

内容の見直しなどを余儀なくされてきました。閉塞感

を打開するため、コロナ禍における新たなつながりづ

くりとして、みえ市民活動ボランティアセンターの事業「ＮＰＯグランプリ」に「子どもと女性

のための安心ネットワーク（以下、こじょあん）」として応募しました。それぞれで活動してき

た各団体をネットワーク化し、「点」から「面」の活動として、より途切れのない支援をする、

また、発生した問題に対応するだけではなく、ネットワークの力を使って未然防止にもつなげ

るような活動です。 

 

② お互いの活動に学びあう 

こじょあんに参画しているのは、CAP みえ、ネットワー

クくわっこ、トライアングルハーティー、エンパワメント

みえ、いなべ子ども支援センターなど、十数団体です。こ

じょあんでは定期的なミーティングで、現状を共有し、気

づいた課題に対して各団体ができる未然防止策や再発防

止策を話し合います。異なる団体どうしが話すことで、新

たな視点や活動の更なる広がりに気づきます。他団体のネ

ットワークへの参加を促進するため、子どもや女性がおか

れている困難な状況やその改善方法についての学習会も開催しました。 

 

②  その人の立場になって 

困り事がある人が相談窓口に電話し、アドバイスに基づいて行動することは、なかなかハー

ドルが高いものです。こじょあんでは、相談者の話に耳を傾け、徹底的に寄り添いたいと考え

ています。そして、困ったときは支援を受けてもよいことも伝えています。また、ネットワーク

を利用する対象者に向けたリーフレットも作成しています。悩みを抱えた人が「自分だけでは

ない」と安心できたり、「何かあったらここに連絡すればいい」と感じられたりするようなリー

フレットになるよう工夫しています。今後も、笑顔になれる人が一人でも増えていくよう、そ

して、相談者のさまざまなニーズに対応できるよう、連携できる団体等を増やしていきたいと

思っています。 

子どもと女性のための安心ネットワーク 連絡先(事務局 志治さん) ● 電子メール kojyoan@gmail.com 
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